
 
 
 
 
 
 
 

第 1405 回例会 17 年 6月 27 日(月) 
於 「初音」 18:30～ 

 

１．開会点鐘             会長 上中嗣郎 

２．ロータリーソング        「手に手つないで」 
３．出席報告  

会員総数 69 名 出席者数 50 名 出席免除会員 1名 

  出席率 73.53％ 前回修正出席率 82.35％ 

 

４．会長スピーチ           会長 上中嗣郎 

任期最後の例会スピーチ

になりました。 

前回の例会は国際大会出席

のため塚本副会長にお願い

しお世話をおかけいたしま

した。有り難うございまし

た。年度の終わりに当たり

皆様のご協力、ご指導を頂

きましたことに心よりの感

謝を申し上げます。特に３

０周年の上南実行委員長・ＩＭ の宇恵実行委員長は
じめ関係の諸兄姉には大変なご努力を頂き成功裡に

行事を終えることが出来ました、重ねて感謝申し上げ

ます。 

私自身は、昨年７月スタートの時点ではどうなるも

のかと心配しておりましたが、皆様の広い心のおかげ

で何とか会長を務められました。又、岩井幹事・横出

ＳＡＡはじめ役員をお勤めいただいた方々には大変

なお世話をおかけいたしました「一つよろしく」とお

願いするばかりでしたが、全てにわたり大変よくやっ

ていただきました。有り難うございました。 

次年度はガバナー輩出クラブとしての真価が問わ

れる年となりましょう。平尾ガバナー、地区役員を務

められる方、そして、塩崎会長はじめ、クラブ役員を

お勤めになる方々のご健闘を心よりお祈り申し上げ

一年間のお礼の言葉と致します。 

 

５．幹事報告 

○例会臨時変更 

新宮ＲＣ  6月 29日（水）→6月 29日（水） 
18:30～ 「かわゐ」 
夫人同伴最終夜間例会 

６．新入会員承認 
大江久夫さんに対する異議申し立ての書面が出て

いませんので、７月からの例会に出席して頂くこと

になります。 
 
７．委員会報告 
○３０周年委員長 上南雅延 
 ２５日（土）に横出さんの工事で、時計塔、電光掲

示板が完成し、現在に写っております。ぜひともご覧

頂きたいと思います。あとは、記念誌を発行するだけ

です。本当にありがとうございました。 
○次年度幹事 木地義和 
 事業計画案、今日までになっていますが、まだの委

員長さん次週例会までお願いします。 
 
８．閉会点鐘 

 

９．次回例会 
第 1406回例会 平成１７年７月４日（月） 
夜間例会 19：00～ 海南商工会議所４F 

 
＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 

 
早川 満君  子どもの結婚式、無事終えました。あ

りがとうございました。 
上南雅延君  ３０周年、たいへんお世話になりまし

た。２５日（土）に時計塔、電光掲示

板が完成しました。 
上中嗣郎君  たいへん皆さんお世話になりました。 
岩井克次君  今年はだいぶお金を使いまして、心配

をおかけ致しましたが、なんとか無事

納めることが出来ました。皆様のおか

げだと思います。ありがとうございま

した。 
楠部賢計君  上中会長以下執行部の皆様、本当に１

年間ご苦労様でした。 
 
役員のみなさん。 

一年間、ご苦労さまでした！ 

次年度の役員のみなさん。 

よろしくお願いします。 
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ロータリー、次の 100 年に期待して 
ロータリーの 100 周年大会が次の１００への期待

を込めて終りました。ノーベル賞受賞のワンガリマー

タイ（Wagari Maathai）博士が未来や、環境、其の他

について語り、如何にしてロータリーの青少年計画に

「超我の奉仕」の精神を注入するかを述べました。 

アフリカで継続性のある開発に貢献した事で 2004

年度ノーベル平和賞を受けたマーサイ博士は、アフリ

カで使い慣らされている三本脚の椅子を例に挙げて、

政府の次の三つの基盤を論じました。環境、民主主義、

平和。博士は更に、人民が基本的に必要とするものは

水、食糧、住居、教育ばかりでなく、正義と平等です

と語りました。更に、後ほどマータイ博士は複数のプ

ロジェクトを行う力のあるロータリアンの能力に感

動し、”大会での報告を聞き、皆が限られた時間と資

源で此れだけの事を成し遂げるロータリアンの能力

に感動させられました”と述べました。 

ネパールのニュー ロード シテイ（New Road 

City）ローターアクトクラブの 3人の会員が、今年初

頭エベレストに登頂した報告を行い、3人が世界最高

の山頂に打ち立てた旗を持参し、グレン エステス

Sr.RI 会長に贈呈し、RI 会長が其の旗を高々と振り、

会場に喝采の渦を巻き起しました。 

スエーデンのロータリアンが、

ロータリーと同じ青と黄色の旗

を振る歓声の中をカール ステ

ンハマーRI 会長エレクトと家族

が紹介されました。ユーモアを

交えてステンハマー会長エレク

トがマルモーで開催される 2006

年RI大会用の黄と青のリバーシ

ブル ジャケットの試作品を披

露し、後刻これを競売に掛け、利益を財団に寄付する

と述べました。 

ステンハマー会長エレクトは、ロータリーの次の一

世紀の一年目は、ロータリーの女性年であり、財団管

理委員に任命されるキャロリン ジョーンズ

（Carolyn Jones）が、ロータリーの指導者層の中に、

女性に適当な場所がある事を発表すべきですと述べ

ました。ステンハマーRI 会長エレクトは、再び中国

とキューバをロータリーへ入れる夢を語り、ロータリ

ーの青少年計画、特に青少年交換に力を入れたいと述

べ、”全ての 17 歳の若者を交換学生に出す事を夢見

ております。若し、其れが出来れば戦争が無くなりま

す”と語りました。ニュージランドのウイリアム B. 

ボイド（William B. Boyd）氏が RI 会長ノミニー指名

を受諾し、控え目な口調で”ロータリーは生活を変え

る事を個人的に知っております。何故ならば、ロータ

リーが私を変えました”と述べました。 

ロナルド リーガン高校インター アクト クラ

ブが、地元工業の環境評価奉仕プロジェクトを紹介し

ました。前ローターアクターで現在はロータリアンの

グレタ クローン（Greta Krohn）さんが、ロータリ

ーの将来を論じ、”現在のリーダーシップは女性と若

者を包み込んでおり、それが次の 100 年に大きな変革

を齎します”と論じました。RYLA、ロータリー青少年

交換、ローターアクト活動に取り組み、現在はロータ

リアンのポーリーン ペロールトさんは、クローンさ

んに同調し、今迄に支援したプログラムが彼女の奉仕

への熱情を育て”世界が私からの贈物を望んでいる

事を知り得た事は素晴らしく、大事なことです”と語

りました。 

大会及びホスト委員会の功績が賞賛され、其の後に

2006 年世界大会委員長がロータリーとしては始めて

の 2 ケ国が共同でホストするマルモ コペンハーゲ

ン大会への参加を呼び掛けました。 

閉会の時が迫り、エステス Sr. RI 会長が、ロータ

リー祝賀の年に当り、ロータリア

ンの努力に感謝し、別れの挨拶を

述べ”ロータリーは多くの人達

に多くを与えておりますが、世界

に与える程、それは我々に還って

きます。次の100年を友情で始め、

超我の奉仕を実行し、続けてロー

タリーを祝いましよう”と述べ

ました。会議の合間には合唱、アクロバット等々の多

くの余興が演じられ、最後には「蛍の光」のメロデイ

ーが会場に流れ、会議を終えて、出席者が新しい友情

とロータリーの偉大な祝賀を胸に抱き退場しました。 

 

ロータリーのポリオ撲滅活動を称賛 
シカゴで開催された国際ロータリー（ＲＩ）国際大

会の 3日目（6月 21日）、世界保健機関（ＷＨＯ）事
務局長ジョン・ウォック・リー博士が壇上に立ち、ロ

ータリーが続けているポリオ撲滅活動を称賛する演

説を行いました。リー博士は「ロータリーは先見性と

人的資源、つまり何百万というボランティアと支援者

を提供し続けています。 
ロータリーのおかげで、われわれはポリオ撲滅を

99％まで達成することができました。残り 1％を達成
するために、皆さんのエネルギー、支援、並ぶことな

き献身を必要としています。ロータリーの支援こそが、

ポリオ撲滅を実現へと導くのです」と訴えました。演

説後、リー博士は、壇上でグレン・エステスＲＩ会長

とカルロ・ラビッツアロータリー財団管理委員長、ア

メリカ疾病対策センター（ＣＤＣ）のジュリー・ガー

バーディング博士、ユニセフのリマ・サラ氏とともに、

ポリオ撲滅の目標を達成することで団結する姿勢を

示しました。 
また、同会議終了後、これらの関係者は記者会見に

臨み、アメリカ国内外から集まったメディア関係者に、

ポリオの成果と今後の見通しについて報告しました。 
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